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保育園では、園内・園外を問わ

ず、子育て相談や健康相談を行っ

ています。お気軽にお声掛けくだ

さい。 

内線 4208 

電話 0285-58-7438 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               《 お願い 》 

※発熱や風邪症状が続いたり、食欲や元気がない時は受診をお勧めします。無理せず休息をとるよ

うにして下さい。また、発熱した時は解熱後 24時間はお家で様子を見て下さい。 

※集団生活での嘔吐物や下痢便で汚れた衣服の持ち帰りについては、厚生労働省の「保育園におけ

る感染症対策ガイドライン」に基づき、そのままビニール袋に入れての持ち帰りになります。ご理解

とご協力をお願い致します。 

※家族に発熱や新型コロナウイルス感染症を疑わせる症状がある時、濃厚接触者の可能性がある時

は、お子さんも家庭内保育のご協力をお願いします。また、感染症の検査結果が出た時は園にご連

絡ください。 

 

   新型コロナウイルス感染症 

主な症状は、のどの痛み、咳、鼻水、頭痛、発熱など、かぜやイ

ンフルエンザの症状によく似ています。 

引き続き、感染予防に努めていきましょう。 

★こまめな手洗い、手指消毒  ★マスクを正しく着用 

★こまめに換気（１時間に２回以上） 

★保温・加湿（室温 20～25℃、湿度 40％以上） 

★密閉・密集・密接をしない 

★生後６か月以上からワクチン接種が推奨されています。 

※お子さんの状況や理解度に合わせて、無理のない範囲で行って下さい。 

寒い中でも、元気いっぱいの子どもたち。本格的な冬を迎え、引き続き新型コロナウイルス、インフルエンザなどの感染症に

警戒をしなければならない季節です。 本年も子どもたちの健康管理・安全対策に取り組んで参りたいと思います。 

意見書が必要です。 

（ノロウイルス・ロタウイルス・サポウイ

ルスなど） 

ウイルス性胃腸炎 

突然吐き出したり、激しい下痢を１日に何度も繰り返したり

します。特に乳幼児がかかりやすく、脱水症状からひきつけ

を起こすなど、重症化することがあります。激しくぐずる、一

日中ぐったりと寝ている、唇や口の中が乾いている、おしっ

この量が減っているなどの症状が見られたら、すぐ医師に

かかりましょう。タオルやハンカチなどの共有を避け、手洗

い・うがいをこまめに行うことが感染予防につながります。

登園届が必要です。 

汚れた物の洗濯方法は、まず、付着した嘔吐物や便を取り除

き、その後、85 度で 1 分以上熱湯消毒をするか、塩素系の

消毒液に 30～60分間つけて消毒してから洗濯をします。 

 

室温管理・ 

換気 
 

部屋の中を温め過ぎると、空気が乾燥し、具

合の悪くなる子が出てきます。設定温度は

20℃を目安に、なるべく足元を中心に温

め、上半身は温め過ぎないようにしましょ

う。また、１時間に２回は窓を開けて空気の

入れ替えを行い、加湿器などで部屋の湿度

を保ちましょう。加湿器がなくても、室内に

洗濯物を干したり、コップ一杯の水を暖房

器具の近くに置いたりすることで、部屋が

乾燥しにくくなります。 


